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スケジュール

◎は主催者枠、※特別協賛枠、◇チャレンジ枠。（神）は神戸予選参加、（東）は東京予選参加。

青サイド（下手） 赤サイド（上手）

第１競技
レスキューやらまいか（東）
（静岡大学 ロボットファクトリー）

がんばろうKOBE ◎（神）
（神戸市立高専）

第２競技
産技荒川隊※（東）
（東京都立産業技術高専 荒川キャンパス）

なだよりあいをこめて（神）
（神戸市立科学技術高校 科学技術研究会）

第３競技
大工大エンジュニア（神）
（大阪工業大学 モノラボロボットプロジェクト）

ＭＣＴ◇（神）
（松江高専 機械工学科）

第４競技
六甲おろし（神）
（神戸大学）

都工機械電気◎（神）
（大阪市立都島工業高校 機械電気科）

第５競技
ＳＨＩＲＡＳＡＧＩ◇（神）
（兵庫県立大学 ロボット研究会）

とくふぁい！（神）
（徳島大学 ロボコンプロジェクト）

第６競技
メヒャ！（神）
（岡山県立大学 ロボット研究サークル）

長湫ボーダーズ（東）
（愛知工業大学）

第７競技
ＭＳ－Ｒ ◇（神）
（金沢工業大学 夢考房）

からくり忍者（神）
（東海社会人連合）

８月９日（土） １３：３０～１７：００ 開会式・ファーストミッション

８月１０日（日） １０：００～１２：００ セカンドミッション

目次

青サイド（下手） 赤サイド（上手）

第１競技 ファースト１０位 ファースト１４位
第２競技 ファースト９位 ファースト１３位
第３競技 ファースト８位 ファースト１２位
第４競技 ファースト７位 ファースト１１位

１３：００～１５：３０ ファイナルミッション

１５：３０～１６：２０ 講演
１６：２０～１７：００ 表彰式・閉会式

青サイド（下手） 赤サイド（上手）

第１競技 ファースト３位 セカンド２位
第２競技 ファースト４位 ファースト５位
第３競技 ファースト６位 セカンド１位
第４競技 ファースト１位 ファースト２位

日時： ２０１４年８月９日（土）、１０日（日） １０：００～１７：００

（入場は、９：３０～１６：３０まで）

会場： デザイン・クリエイティブセンター神戸（ＫＩＩＴＯ）

競技会本選

レスコンへようこそ
2011年3月11日に発生した東日本大震災によって被災されました皆様に対し、心よりお見舞い申し上げます。

１日も早い被災地の復興を心よりお祈り申し上げます。
レスキューロボットコンテスト（略称：レスコン）のアイデアは、阪神・淡路大震災の経験を踏まえて始まった

レスキューシステムの研究会の中から生まれました。その研究会等の活動により、日本のレスキュー技術の研究は
活発になり、多くのレスキューロボットが開発されました。それらロボットの中には今回被災した原子力発電所の
調査活動に協力しているものもあります。一方で、本当に役に立つレスキューシステムの構築には、研究的な側面
だけではなく、開発の継続性と社会の理解を得ることも重要です。このような考えに基づいて、本コンテストは防
災やレスキューの啓発や広報を主眼において開催しています。
レスコンは、1/6の模型を使っており、参加チームの多くは高校生・高専生・大学生

です。しかし、これは単なる「レスキューごっこ」ではありません。本物のレスキュー
ロボットに通じるエッセンス（遠隔操縦技術、対象物をやさしく扱う技術、複数ロボッ
トの協調技術など）がいくつも詰まっています。
競技に参加した皆さんや見に来られた皆さんが、防災やレスキューの大切さや難しさ

について思いを巡らせ、安全で安心な社会を作っていくヒントを見つけたり、将来、本
物のレスキューロボットの研究開発を目指したりして下さることを期待しています。

２０１４年８月９日レスキューロボットコンテスト実行委員会実行委員長 横小路 泰義

併催行事「あそぼう！まなぼう！ロボットランド」は両日とも
１０：００～１７：００の開催です。
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広告
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講演会「不整地における移動機構としての柔らかいクローラの開発」
８月１０日（日）１５：３０～１６：２０
講師：衣笠 哲也氏

（岡山理科大学機械システム工学科第九回竸基弘賞学術業績賞受賞）
岡山理科大学の吉田・衣笠研究室で開発している「やわらかいクローラ」であるFMT（柔軟全周囲クローラ）

について紹介します。
FMTは建設機械などに用いられる左右一対のベルトを持つ一般的なクローラや、その性能を向上させるために

導入されたクローラアームを持つもの、クローラを直列させたものからヒントを得て、一本のベルトのみで構成
される機体全体を上下左右さらにねじれ方向にも曲げることが可能なクローラです。このクローラは基本的に直
列構造のクローラと同等の移動性能を持ちます。長所としては、側面以外をベルトで覆っているため障害物の侵
入を低減できるとともに、全体を湾曲させながら進行方向を変えるという特性から路面を破壊しにくいという点
が挙げられます。
講演会では、これまでに開発してきたFMTの試作機の映像を交えながら、そのメカニズム、設計方法、移動性

能について紹介します。

チャリティーグッズ販売
８月９日（土）、１０日（日） 受付
レスコンオリジナル「レスキューホイッスル」（1個200円）、「レスコンTシャ

ツ」（１枚５００円）を販売します。レスキューホイッスルは被災した時に助けを呼
ぶための笛です。大声を出すことは体力を激しく消耗します。このホイッスルを常に持
つことで、もしもの時の備えに加えて、震災復興を思い出すきっかけにもなればと考
えています。
グッズの売り上げは、日本赤十字社を通じて東日本大震災義援金として寄付します。

広告
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概要

競技会場には、大地震都市災害を模擬した1/6スケールの実験フィールド（約９ｍ×９ｍ）があり、多くの組織の
ロボットレスキュー隊が一つの災害地に入ったことを想定し、２チームが同時に１面の実験フィールドにて救助活動
を行います。その中には要救助者を模擬したレスキューダミー（愛称ダミヤン）が配置されています。フィールドの
中に坂道や高台なども設けています。ロボットだけでダミヤンを救い出し、安全な場所まで運ばなければなりません。
競技において、最初にプレゼンテーション（２分）を行い、次に作戦会議（２分）を開いて、ヘリテレカメラ（ヘ

リコプタからの映像を想定した高所からの映像）で撮影するカメラ映像を基に、ダミヤンの救助作戦を立てます。そ
の後、レスキュー活動（ファースト・セカンド１０分。ファイナル１２分）を行います。
各チームのロボットは、ロボットベースから出動し、レスキュー活動時間内に３体のダミヤンを連れ帰らなければ

なりません。オペレータはコントロールルーム内でロボットに搭載されたカメラの映像だけを頼りにロボットを操縦
します。ただし、自律型ロボットを使うこともできます。また、競技中に、コントロールルーム間通信装置を使用し
て、チーム同士で連絡を取ることもできます。

実験フィールド

実験フィールドとコントロールルームは隔壁によって隔てられ、キャプテン、オ
ペレータ、コントロールルーム間通信者はコントロールルーム内で活動を行います。
実験フィールド内のブロックは複数のエリアで構成されています。ダミヤンはい

ずれかのエリアに配置され、チームは指示されたブロック内からダミヤンを発見し、
救出を行います。ダミヤンの周囲には複数のエリア内ガレキが配置されていること
もあります。ガレキの中には、ダミヤンを覆う倒壊した家屋を模した特殊ガレキも
あります。道路上には凹凸のある箇所やロボットがすれ違う場合もあり、ロボット
の性能や操縦技能が問われます。前回より、傾いて高さのある家（特殊ガレキ）の
中にダミヤンが配置され、より高度な救出活動が求められます。

競技の説明

競技会場の見方

坂
道

競技会場の見方

観客席側

バンププレート

ガレキ

ロボットベース

レスキュー
ロボット ブロック

高台 壁

レスキューダミー（ダミヤン）

ベースゲート

ヘルパー

ロボット搭載カメラ

コントロール
ルーム

特殊ガレキ

ストーリー（競技の舞台設定）

ここは『国際レスキュー工学研究所※』。この研究所では、レスキュー技術の評価と訓練のために、コンテスト形
式で実験が行われている。研究所内には、大地震で倒壊した市街地を模擬した１/６スケールの実験フィールドが構築
されており、いままさにレスキュー訓練が開始されようとしている。今回の状況設定は次のとおりである。
状況１）瓦礫の中には実験用レスキューダミーが数体設置されている。
状況２）二次災害のおそれがあり、人間が立ち入ることができない。
そこで、遠隔操縦のレスキューロボットの出動だ！ロボットから送られる映像を頼りに、一刻も早くガレキや障害

物を取り除き、レスキューダミーを優しく助け出し、安全な場所へ運ぶことが任務である。

※今のところは、架空の研究所です。

特殊ガレキ

評価ポイントモニター

ヘリテレモニター

レスコンボード用ＰＣ

コントロールルーム間通信装置
ダミヤン識別入力ＰＣ



点数評価

競技ポイント（900点満点）
＝ ファーストミッション確定ポイント（450点満点）
＋ ファイナルミッション確定ポイント（450点満点）

総合ポイント（1500点満点）
＝ 競技ポイント＋審査員ポイント（600点満点）

各ミッションの確定ポイントは、以下の二つのポイント
を足したものです。

・フィジカルポイント：ダミヤンの体力を表しています。
時間の経過と共に値が徐々に減っていき、ダミヤンに内
蔵されたセンサが力や衝撃を検出する度に値がさらに減
ります。これらは、ダミヤンごとに評価され、最初の値
は100点です。

－５－

レスキューダミー（愛称：ダミヤン）

要救助者を模擬した身長20～30cmの人形で、スポン
ジでできた柔らかい体をしています。圧力センサや加速
度センサを内蔵しており、その信号をフィールド外のコ
ンピュータへ電波で送信します。それに基づいて痛みや
不快感を計算して画面に表示し、フィジカルポイントを
評価します。各チームが救出すべきダミヤンの数は1競技
3体です。離れた場所から要救助者を診断することを想定
して、各ダミヤンには、体重、音、光、胸のマークが個
体情報として設定されています。

反則

レスキューに反する行為、フィールドやダミヤンの破
壊、危険行為などに対しては、審判の判断で反則が採ら
れます。反則は、「イエローフラグ（警告）」「レッド
フラグ（退場）」「ブラックフラグ（失格）」の三つに
分類されます。これらに対するペナルティは、競技の一
時停止、該当ロボットまたは該当者の退場、競技の没収
です。

画面の見方

チームの選抜方法

2４チームから応募があり、6月２９日の神戸予選（２
０チーム参加）と7月６日の東京予選（４チーム参加）で、
主催者枠2チーム、特別協賛枠１チームに加えて、評価の
高い8チーム、アイデアに優れた３チーム（チャレンジ
枠）の計14チームを本選参加チームとして決定しました。

表彰

優秀な成績を収めたチーム、ロボット、メンバーを
様々な賞で表彰しますが、本コンテストで最も意義深い
のは「レスキュー工学大賞」です。この賞は、本選の総
合ポイントだけではなく、書類やヒアリングも含む総合
的な評価で決まります。

主催団体からの授与
レスキュー工学大賞（計測自動制御学会特別賞）
inrevium杯
ベストパフォーマンス賞
ベストチームワーク賞

（消防防災ロボット技術ネットワーク賞）
ベストテレオペレーション賞（サンリツオートメイション賞）
ベストロボット賞（日本ロボット学会特別賞）
ベストプレゼンテーション賞

関連団体からの授与
消防庁長官賞
日本消防検定協会理事長賞
第十回竸基弘賞レスキューロボットコンテスト奨励賞
（（特非）国際レスキューシステム研究機構）
日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門一般表彰

第１２回から、ダミ
ヤンが新しくなり、よ
り人間らしい体型にな
りました。首のセンサ
が磁気式に変更され、
より高精度になりまし
た。なお、このダミヤ
ンは日本消防検定協会
から第１２回レスコン
への特別支援を受けて
作成されました。

反則フラグチーム名

ミッション
進行状況

フィジカル
ポイント

センサの
反応

個体情報の
識別状況

レスキューダミー（ダミヤン）

・ミッションポイント：救助作業の達成度を評価します。
「救出完了」「搬送完了」および「個体識別」の達成に
ついてそれぞれ所定のポイントが加えられ、満点はダミ
ヤンごとに50点です。「個体識別」は、ダミヤンの個体
情報を識別し、救出完了より前に報告する課題です。三
つの要素の配点は、２０点、１０点、２０点と救出完了
と個体識別が重視されています。

ロボット

ロボットにはカメラが搭載されており、オペレータは
フィールドを直接見ずに、カメラの映像だけを頼りに無
線で遠隔操縦を行います。複数台のロボットは競技開始
時にはロボットベースに待機しており、スタートととも
に、通路を通って被災区域内の現場に向かいます。競技
開始時に全機がロボットベースの枠内に収まることが求
められています。しかし、台数、重量などには制限は設
けられていません。できるだけ自由な発想を促すという
方針です。

チームメンバー

チームを統括する「キャプテン」、チームのアピール
を行う「スピーカー」、ロボットの操縦を行う「オペ
レータ」、リスタートの際にフィールド上のロボットを
ロボットベースまで運搬する「ヘルパー」、レスコン
ボードおよびそれに関連する機器の管理を行う「レスコ
ンボード管理」、相手チームと連絡を取り合う「コント
ロールルーム間通信者」で構成されます。チームメン
バーは、最大１０名まで登録できます。
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チーム紹介（ファーストミッション第１、２競技）

がんばろうKOBE

神戸市立高専

・1号機 Oshirio（オシリオ）
4輪走行万能機

・2号機 Regulus（レグルス）
救助特化機

・3号機 Murcielago（ムルシエラゴ）
サスペンション搭載クローラ走行万能機

・4号機 R-energy（レナジー）
マスタースレイブ搭載瓦礫除去特化機

ダミヤン全員救助目指してがんばります！

レスキューやらまいか
静岡大学ロボットファクトリー

チーム名の「やらまいか」とはなんに対して
もやってやろうじゃないかという静岡県の方言
です。僕達、レスキューやらまいかは、この
チャレンジ精神を理念にして結成されました。

ガレキ除去機 救助機 汎用機

抱負

ミスの無い救助活動でダミヤン救助！

３号機１号機 ２号機2号機

なだよりあいをこめて

神戸市立科学技術高校

科学技術研究会

災害は会議室で起こってるんじゃない
現場で起こっているんだ！！！！
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チーム紹介（ファーストミッション第３、４競技）

ロボットを準備し動作するまでの時間の迅速化

いつでも

ロボットの活動できる場所の拡大

どこでも

操縦者のミスや混乱を減少

だれでも

松江高専 機械工学科
今年のMCTの救助活動のキーワードは・・・

救助型 瓦礫除去型

1号機
→ Izumo

3号機
→ Dozen

2号機
→ Iwami

4号機
→ Dogo

救助型と瓦礫除去型を組み合わせ,様々な状況に対応できるパフォーマンスを！

Ｍ Ｃ Ｔ

要救助者が安心できるレスキューで

“全ダミヤンの救助”を目指します！

1号機
アルゴル

2号機
ミルファク

3号機
バーゼル

都工機械電気

大阪市立都島工業高校

より優しい救助を目指して！

１号機 安全ロボットベッドくん

２号機 信頼ノンフリクションくん

３号機 安心レスキュー担架くん
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チーム紹介（ファーストミッション第５、６競技）

SHIRASAGI

兵庫県立大学ロボット研究会

1号機：手羅(シュラ)

2号機：八城(ヤシロ)

3号機：双救(ソウキュウ)

自慢のアームで
障害を取り除く

パワフルで浪漫
溢れる機体

ダミヤン救助の
スペシャリスト

とくふぁい！

徳島大学
ロボコンプロジェクト

1号機
役割：空中偵察
とくふぁい！が
誇る飛行ロボッ
ト。ベース(台)

も動きます！

3号機
役割：ガレキ除
去と救助
4号機との連携
で迅速な救助を
目指す！

4号機
役割：搬送と他
の機体の補助
ダミヤンを素早
く搬送し、識別も
こなします！

2号機
役割：救助・搬
送・ガレキ除去
何でもできる万
能ロボット！とく
ふぁい!のエース!

メ ャ！

岡山県立大学ロボット
研究サークル

二つのアームによるガレキ
除去と救助

パラレルリンク機構による
救助

高機能カメラでサポート ベルトコンベアによる救助

各機体の特徴を生かして
全ダミヤンを救助します！

1号機 長官(カミ) 2号機 晩秋(バンシュウ)

3号機 宅郎(タクロウ) ４号機 騎士(キッシー)

長湫ボーダーズ

愛知工業大学

ロボットの紹介
１号機：水平多関節アームロボット
２号機：伸縮スライドベッドロボット
３号機：親子型ロボット
４号機：救助支援ロボット

GIS(地理情報システム)を活用し
ダミヤンを迅速かつ安全に救出します



－９－

チーム紹介（ファーストミッション第７競技）

レスコンミーティング２０１４開催案内
レスコンの日程変更にともない、伝統あるチーム交流の場であったロボットミーティングを会期と別日程で下

記のようにレスコンミーティングとして開催することにいたしました。
このミーティングは、参加者のみでなく、冒頭部分はレスコン参加チーム以外の方も参加できます。
本開催方法は初の試みであるため，不手際も多いと思いますが、多くの一般来場者、チームの参加をお待ちし

ています。

主催：レスキューロボットコンテスト実行委員会

日時：２０１４年９月７日（日） １３：３０～１５：００（開場 １３：００）

場所：大阪府立大学工業高等専門学校 図書館２階、ゼミナール室

〒５８２－８５７２ 大阪府寝屋川市幸町２６－１２

・スケジュール

１．開会式
２．レスコンの歴史 レスコン 前実行委員長 土井智晴
３．レスコンのデモ 大阪府立大学高専 福祉科学研究会
（以上は、レスコン参加チーム以外の方も参加できます）

４．レスコン参加チームの交流会
参加チームのチーム紹介など

５．閉会式

参加申込方法
一般来場者は、当日受付となります。
直接会場にお越しください。
問い合わせは、以下のメールアドレスまでお願いします。
office@rescue-robot-contest.org

MS - R

金沢工業大学 夢考房

前方のカメラ
側面のミラー
後方のセンサにより
機体の周囲を把握

撤去機の爪部に
センサを搭載し
適切な位置・圧力
でガレキを掴む

ガレキの確実な保持

視野の拡張

多数のセンサから情報を収集することで
操縦者をサポートできる！

からくり忍者

東海社会人連合

魅せる、楽しむ、盛り上げる
そんなレスキュー活動を目指します。

 繊細なガレキ捌き

 大胆な坂のぼり

に ご注目ください！ にんにん！



１．東京エレクトロン デバイス(株)
ロボットの進化に貢献する半導体やソフト
ウェアを紹介

画面の前で動くと何かが起こる！？最
新のモーションセンサーデバイス
Kinect for Windows V2 を使ったデ
モを展示します。

２．日本消防検定協会
信頼できる消防機器のために

日本消防検定協会では、火災から身を
守る身近な機器として、実際に見て触
れることのできる住宅用火災警報器や
消火器などの展示品の他、景品が当た
るゲームをご用意して皆さんのお越し
をお待ちしております。

３．トヨタ自動車（株）

生活支援ロボットHSR

４．サンリツオートメイション（株）
レスコンの遠隔操作テクノロジー『TPIP』

レスキューロボットコンテストで使用
さ れ て い る 遠 隔 操 作 シ ス テ ム
「TPIP3」と応用技術の紹介。

５．消防防災ロボット技術
ネットワーク

消防防災ロボット技術ネットワークの活動
紹介

実用性の高い消防防災ロボットや高度
な資機材等の開発・導入普及を促進す
るために、消防本部、研究機関、企業、
関係団体の情報交流を目的とした団体
です。会員の企業の取り組みを紹介す
る展示をします。

６．Aldebaran（株）

対話をするインタラクティブな ューマノイド
ロボットNAO

－１０－

あそぼう！まなぼう！ロボットランド
会場では、レスキューロボットの試作機の展示、企業や消防関係団体の展示、操縦体験、工作教室なども

競技会会場と併設して行っています。競技会と共にご覧ください。

↓

会
場
入
口

↑競技会会場

参加チーム紹介パネル

トヨタは来るべき少
子高齢化社会に向け
て、様々な形で人を
支援するパートナー
ロボットを開発して
います。その一つ、
生活支援ロボットＨ
ＳＲは、手足の不自
由な方のために、家
庭内の離れた場所に
移動し、様子を確認
したり物を持ってく
ることができるロボ
ットです。

NAOは対話する
インタラクティ
ブなヒューマノ
イドロボットで
す。大学や研究
機関での教育・
研究開発用のプ
ラットフォーム
としてデザイン
されており、6，
000体以上の導
入実績を誇る業
界トップシェア
のモデルです。



７．（株）Ｅｙｅｓ, ＪＡＰＡＮ

FUKUSHIMA Wheel ～車輪の再発明～

８．（株）アーテック

特殊構造ブロックによる組み合せ自由な
簡単制御ロボット

ロボティストの紹介、Arduino互換基
板「スタディーノ」と特殊構造ブロッ
クを組合せるだけで無限大のロボット
造形が可能。3段階のプログラミングソ
フトを使い誰でも簡単にロボットを動
かせます。

９．近畿地区７高専
防災技能を有した技術者教育の構築

兵庫県南部地震をはじめとする大規模
災害から復興した経験を持つ近畿地区7

高専が協働で、災害時にリーダーとし
て活動できる防災技能をもった技術者
教育に取り組んでいます。これまでに
実施した内容を紹介します。

10．神戸市（危機管理室・消防局・
産業振興局）

主催自治体コーナー

神戸市のイベント案内や神戸市消防局、
神戸市危機管理室による東日本大震災
における救援活動や防災・減災につい
てのパネル、画像探索機などの高度救
助資器材や住宅用防災機器、ＡＥＤな
どを展示しています。

11．バンドー神戸青少年科学館
かがくかんロボットＭＡＰ２０１４

バンドー神戸青少年科学館にあるロ
ボットたちを紹介します。レスコン本
選を見たあとは、科学館にロボットを
探しに行こう！

12．（特非）国際レスキュー

システム研究機構

RT技術を活用したレスキューシステム

地下街等での災害発生時、消防隊の進
入に先立ち、ロボットを用いた環境情
報収集や人命探索活動を行うシステム
を開発中である。ここでは実用化を目
指したレスキューロボットUMRS
2010を中心に展示・デモする。

参加型イベント
A リモコンで動くロボットを作って動かそう！
（一社）神戸市機械金属工業会
８月９日（土） １０：００～１６：００
対象：小学校低学年以上（幼稚園以下は保護者同伴）、４０セット先着順。
５００円（税込）。作ったロボットは持ち帰れます。
紙コップとモータ２個、電池１本、それに電線、アルミ箔等身の回りにあるものや
電気部品を用いて、紙コップロボットを作ります。手元のリモコンの操作で右に左
に動き回ります。

Ｂ ミニ レスキューロボットを作って走らせよう！
神戸市立高専
８月１０日（日） １０：００～１６：００
対象：小学生以上（低学年の場合、保護者同伴が望ましい）、無料。
午前午後各２回（各回１０人）。整理券を９：３０、１３：００に配布
ロボットが簡単なセンサーをつかって、自分をコントロールして走り続けます。

Ｃ レスコンシーズジャンボリー２０１４ ｉｎ ＫＯＢＥ（ミニレスコンを楽しもう！）
レスコンシーズ実行委員会、広島工業大学、大阪府立大学高専
８月９日（土）、１０日（日） １０：００～１６：００
対象：小学生以下、当日随時受付・無料。

レスコンシーズの各地の競技フィールド(安芸版（広島）・浪速版（大阪）ほか)
を集めて、ミニレスコンを開催します。ミニレスキューロボットを操縦して、
体験してみてください。

Ｄ レスコンロボットデモ＆操縦体験（レスコン実行委員会ブース内）
レスキューロボットコンテスト実行委員会、大阪府立大学高専
８月９日（土）、１０日（日） １０：００～１６：３０
対象：小学生以下、毎時３０～６０分デモと操縦体験、当日随時受付・無料。
レスキューロボットの操縦に挑戦しよう。君も今日からロボットオペレータだ！
レスコンの理念や概要についても紹介しています。

－１１－

“車輪の再発
明” でラスト
ワンマイルモ
ビリティを実
現する、自転
車プラットフ
ォームです。
観光、環境デ
ータ、サイネ
ージを中心と
した技術で都
市の問題を解
決します。



ご注意
・会場内で、携帯電話・スマートフォン・ゲーム機の電源をオフ！（レスキューロボット達が誤動作します）
・会場内で、フラッシュを伴う撮影は禁止！（レスキューロボット達が誤動作します）
・会場内で、飲食および喫煙は厳禁！

必ずお守りください！！

携帯・スマホの電源
はオフ！

フラッシュ禁止！ 飲食厳禁！ゲーム機の電源はオフ！

－１２－

レスキューロボットコンテスト実行委員会（C）
パンフレット（広報G制作：２０１４年８月）

レスキューロボットコンテスト実行委員会は、
「技術を学び人と語らい災害に強い世の中をつくる」

という理念の下に防災啓発活動を行っています。

第1５回告知
神戸予選：201５年６月２８日（日）

神戸市内
東京予選：201５年7月５日（日）

東京都内
本 選：201５年8月８日（土）

９日（日）
神戸市内

URL：
Facebook：
Twitter：

http://www.rescue-robot-contest.org/
http://www.facebook.com/rescon
http://twitter.com/rescon12

レスキューロボットコンテスト実行委員会、神戸市
消防庁、日本消防検定協会
東京エレクトロンデバイス（株）
サンリツオートメイション（株）
（公社） 計測自動制御学会システムインテグレーション部門、
（公社） 精密工学会アフィリエイト委員会、
（一社） 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門、（一社）日本ロボット学会、
消防防災ロボット技術ネットワーク、東京都立産業技術高等専門学校荒川キャンパス、
レスキューロボットコンテストシーズ実行委員会
（株）ウィングス、富士通（株）
（株）アーテック、エポックサイエンス（株）、コマツ、トヨタ自動車（株）、富士機械製造（株）
アールエスコンポーネンツ（株）、（株）Eyes, Japan、（株）アサンテ、
オリエンタルモーター（株）、ニッタ（株）、日本テキサス・インスツルメンツ（株）、
ヒロボー（株）、富士テクノ工業（株）、マクソンジャパン（株）、（株）ラインズオカヤマ
バンドー神戸青少年科学館、（一社）神戸市機械金属工業会、
（特非） 国際レスキューシステム研究機構、広島工業大学、埼玉大学ロボット研究会、
近畿地区７高専、神戸市立工業高等専門学校、大阪府立大学工業高等専門学校
兵庫県、大阪府、近畿経済産業局、兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会、荒川区教育委員会、
神戸商工会議所、（公社）関西経済連合会、（公社） 新産業創造研究機構

主 催：
特別共催：
特別協賛：
特別協力：
共 催：

A 協 賛 ：
B 協 賛 ：
C 協 賛 ：

協 力：

後 援：

第14回レスキューロボットコンテスト
は公益社団法人 関西・大阪２１世紀
協会の助成により実施されています。

ひょうご安全の日推進事業助成対象事業

この事業は、「阪神淡路２０年事業」として、
ひょうご安全の日推進県民会議の助成を受けて
実施しています。

KIITO（会場）発 三宮行
バス時刻表（乗車時間 約５分）

９ ５５

１０ １５ ３５ ５５

１１ １５ ３５

１２ ５５

１３ １３ ３５ ５５

１４ １５ ５５

１５ １５ ３５ ５５

１６ １５

１７ １５

８月９・１０日のみ運行。
KIITO正面玄関付近が乗り場
となります。
交通事情により遅れる場合
がございます。
満席の場合、ご利用いただ
けません。

レスコンWEB 
QRコード↓


